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の生徒がいたといいますから、都心部の発展と
その後のドーナツ化現象がうかがわれます。
　昭和30年から40年にかけて、中央創成小一
帯の変遷は目まぐるしく、西１丁目にあった豊
平館が昭和33年に中島公園に移転。その跡地

　この絵を見て何をしているところか

お分かりの人は、だいたい50代以上

でしょうか。「ホッピング」ですね。バ

ネが付いていてバランスを取りながら

ただ飛び跳ねるだけ。いま思えば奇妙

なものがはやったものです。「フラフ

ープ」なんていうのもありました。い

ずれも昭和33年ころ。まさに高度経済

成長の入口、衣食住遊のすべての分野

において新しいものが次から次と登場

しました。しかしすたれるのも早く、

胃下垂や腸ねん転になるとやらですぐ

下火に。近年は装いを変えてダイエッ

ト商品として復活しているようですが。

　あなたが通っていた母校はまだありますか−
こう問われて「昔のままの場所に建っていま
す」といえる人は何人くらいいるでしょうか。
都心部の空洞化や地域の人口の減少で、小中高
の統廃合はごく普通のこと。母校はすでに存在
しないという人も多いはずです。
　多くの方の記憶にある札幌市中央区南３西７に
あった創成小学校は、もともとこの地にあった
西創成小と、市役所（中央区北１西２）のところに
あった中央創成小が、昭和40年に統合してで
きたものです。大正末には両校で4000人以上
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に市民会館（現・市民ホールの前身）を建設。テ
レビ塔の出現は前年の同32年。市庁舎の着工
が同41年で２年後に完成しています。

　現在の資生館
小学校は創成小、
大通小、豊水小、
曙小の４校が統
合されたもの。
校名は明治４年
にできた札幌市
内初の近代的な
学校の名前にち
なんでいます。中央区北１西２にあった旧中央創成小（昭和41年３月）

写真／札幌市文化資料室所蔵

テレビ塔から見た同校（右下）。左は札幌郵便局（同35 年）
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地
名
は
も
ち
ろ
ん
駅
逓
と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ
ま
せ
ん
。

駅
逓
と
は
昔
の
道
の
駅
─
─
と
い
え
ば
ど
こ
か
の
街
道
で

旅
人
た
ち
の
助
け
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
函
館
─
室
蘭
─
札
幌
間
に
明
治
六
年

（
一
八
七
四
）、
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な

西
洋
馬
車
道
の
開
通
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ

た
駅
逓
所
。
そ
の
後
、
道
内
の
交
通
の
要

所
に
広
が
り
、
大
正
五
年
に
は
全
道
で
二

百
三
十
か
所
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
駅
逓
所

は
荷
物
の
搬
送
や
郵
便
、
宿
泊
な
ど
の
業

務
を
行
い
、
十
頭
近
く
の
馬
や
牧
場
も
国

開
拓
時
代
の
道
の
駅

郵
便
業
務
や
宿
泊
も
。

旧
ソ
ー
ケ
シ
ュ
オ
マ
ベ
ツ
駅
逓
所

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
種
目
で
一
五
㍍
七

二
を
跳
ん
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の

が
札
幌
市
出
身
の
南
部
忠
平（
一
九
〇
四

─
一
九
九
七
）で
す
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
三
段
跳
優
勝
は
織
田
幹
雄
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
次
の
ベ
ル
リ
ン
は
田
島
直
人

優
勝
と
日
本
人
の
三
連
覇
で
し
た
。

　
南
部
の
四
位
は
早
大
在
学
中
。
ロ
サ

　
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）、
ア
ム
ス
テ

い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
の
跳
躍
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
が
、
日
本
人

り
水
を
空
け
ら
れ
て

　
陸
上
競
技

で
は
日
本
の

お
家
芸
と
い

わ
れ
た
マ
ラ

ソ
ン
も
、
今

で
は
世
界
レ

ベ
ル
に
か
な

ル
ダ
ム
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
三
段
跳

で
四
位
入
賞
。

続
く
昭
和
七
年

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ン
ゼ
ル
ス
で
は
走
幅
跳
で
も

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
昭
和
六
年
に
は
神
宮
競

と
、
尻
別
国
道（
国
道
二
七
六
号
）の
大
滝

村（
現
伊
達
市
）と
の
境
あ
た
り
。
近
く
に

ソ
ー
ケ
シ
ュ
オ
マ
ベ
ツ
川
と
い
う
川
も
流

れ
て
い
る
、
ず
い
ぶ
ん
と
山
深
い
と
こ
ろ

の
よ
う
で
す
。

　
開
設
当
時
は
、
駅
舎
は
母
屋
の
み
で
、

浴
室
や
便
所
な
ど
は
別
棟
と
い
う
粗
末
な

も
の
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
増
築
や
内
部

か
ら
支
給
さ
れ
る
な

ど
、
北
海
道
の
開
拓

に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
ソ
ー
ケ
シ
ュ
オ
マ

ベ
ツ
駅
逓
所
の
開
設

は
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）十
二
月
。

虻
田
郡
喜
茂
別
町
双

葉
一
四
番
地
と
い
う

か
つ
て
の
所
在
地
を

地
図
で
探
し
て
み
る

南
部
忠
平
顕
彰
碑
（
札
幌
市
中
央
区
　
円
山
総
合
運
動
場
）

改
修
が
行
わ
れ
、
明
治
四
十
五
年
に
こ
の

建
物
に
。
厩
舎
は
大
正
四
年（
一
九
一
五
）

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
母
屋
の
構
造
は
木
造
平
屋
で
表
玄
関
、

裏
玄
関
、
取
扱
い
人
室
、
使
用
人
室
、
客

室
三
部
屋
、
台
所
・
裏
口
、
帳
場
・
板
の

間
、
浴
室
・
便
所
と
い
っ
た
間
取
り
に
な

っ
て
お
り
、
宿
も
兼
ね
た
造
り
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
台
所
に
は
炉
を
切
っ
て
あ
っ
て
、
旅
人

や
宿
の
人
が
火
に
当
た
り
な
が
ら
談
笑
す

る
光
景
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
雪
に

閉
ざ
さ
れ
る
冬
な
ど
は
、
一
体
ど
ん
な
暮

ら
し
だ
っ
た
の
か
、
馬
そ
り
が
ど
れ
ほ
ど

活
躍
し
た
の
か
と
、
厳
し
い
開
拓
時
代
の

生
活
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
明
治
天
皇
が
立
ち

寄
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
北
広
島
市
の

国
指
定
史
跡
、
旧
島
松
駅
逓
所
と
見
比
べ

て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

五
輪
三
段
跳
で

金
メ
ダ
ル
。

技
場
で
走
幅
跳

七
㍍
九
八
の
世

界
記
録
を
樹
立

し
て
お
り
、
ま

さ
に
世
界
の
南

部
。
円
山
総
合
運
動
場
の
セ
ン
タ
ー
ポ

ー
ル
の
高
さ
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

時
の
記
録
と
同
じ
で
「
南
部
ポ
ー
ル
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
夏
に
開
催

さ
れ
る
南
部
忠
平
記
念
陸
上
大
会
は
日

本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
陸
上
選
考
会
も

兼
ね
て
い
ま
す
。

山奥の冬の暖房はいろりくらい。炉を囲んで
旅人や近隣の人たちの話がさぞかしはずんだことだろう

北
海
道
の
陸
上
競
技
の
メ
ッ
カ
、
円
山
総
合
運
動
場
。
南
部
ポ
ー
ル
は
そ
の
第
四
コ
ー
ナ
ー
付
近
に
あ
る

右
下
は
今
年
の
第
二
十
六
回
南
部
忠
平
記
念
陸
上
競
技
大
会（
七
月
七
日
）の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

●
北
海
道
開
拓
の
村
　
所
在
地
／
札
幌
市
厚
別
区
厚
別
町
小
野
幌
五
〇
─
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

電
話（
〇
一
一
）八
九
八
─
二
六
九
二

郵便や荷役などのほか旅人宿も兼ねていただけに帳場や客室はちゃんとした造り
街道の要所にあって馬も大切な働き手だから、厩舎や牧場も国からの支給だった

※
参
考
文
献
／
「
北
海
道
開
拓
の
村
・
開
村
10
周
年
記
念
誌
」
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札
幌
錦
翠

髙
橋 

宏
昭
さ
ん

●
札
幌
市
白
石
区
平
和
通
三
丁
目

　
南
二
─
九

　
電
話（
〇
一
一
）八
六
三
─
五
九
六
一

　
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）二
月
一
日
、

「
北
海
道
に
札
幌
錦
翠
あ
り
」
と
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

第
四
十
回
全
日
本
総
合
錦
鯉
品
評
会
で
大
会
総

合
優
勝
の
栄
誉
に
輝
い
た
の
が
、
札
幌
錦
翠
の

と
見
込
ん
で
、
島
根
県
の
養
鯉
業
者
か
ら
求
め

た
も
の
。
体
長
四
〇
㌢
ほ
ど
だ
っ
た
の
を
、
こ

に
徹
し
て
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
生

き
が
い
」
と
い
う
髙
橋
さ
ん
の
、
仕
事
に
対
す

る
姿
勢
が
最
高
の
か
た
ち
で
報
わ
れ
ま
し
た
。

　
部
門
別
優
勝
な
ら
こ
れ
ま
で
三
十
匹
を
下
ら

な
い
と
い
う
髙
橋
さ
ん
。
奥
さ
ん
の
早
苗
さ
ん
、

長
男
の
和
宏
さ
ん（
四
〇
）の
一
家
三
人
で
錦
鯉

の
生
産
と
販
売
を
三
十
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
仕
事
な
の
か
、
大
ま
か
な
流
れ
を
聞
く

と
、
当
別
町
の
専
用
池
で
毎
年
六
月
こ
ろ
に
ふ
化

す
る
二
十
万
匹
の
稚
魚
の
中
か
ら
、
将
来
性
の
あ

る
も
の
を
順
次
選
別
し
て
い
く
と
の
こ
と
。「
自
然

の
池
に
入
れ
て
や
る
こ
と
で
大
き
く
な
る
」（
和
宏

さ
ん
）と
い
う
七
面
の
池
と
、
こ
ち
ら
の
店
舗
内
の

五
㌧
の
水
槽
と
を
、
夏
冬
交
互
に
移
し
換
え
な
が

ら
育
て
ま
す
。
そ
の
間
、
鯉
の
販
売
を
主
に
、

オ
ー
ナ
ー
、
髙
橋
宏
昭
さ

ん（
六
六

）が
世
に
送
り
出

し
た
鯉
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
出
品
し
た
の
は
埼
玉
県

の
愛
好
家
で
す
が
、
そ
も

そ
も
は
髙
橋
さ
ん
が
い
ず

れ
素
晴
ら
し
い
鯉
に
な
る

賞
時
に
は
九
〇
㌢
に
も
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
品
評
会
は
国
内
外
か
ら
千
五
百
匹
も
の
出

品
が
あ
る
、
さ
な
が
ら
世
界
大
会
。
品
種
や
体

長
別
に
分
か
れ
た
数
々
の
部
門
賞
の
ト
ッ
プ
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
総
合
優
勝
で
す
か
ら
、「
裏
方

し
い
」
と
父
親
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
。
髙

橋
さ
ん
も
「
後
継
者
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
」

と
年
を
取
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
話

を
聞
い
て
い
る
と
高
価
な
鯉
ば
か
り
の
よ
う
で

す
が
、「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま

す
」
と
髙
橋
さ
ん
。
若
い
人
に
も
気
軽
に
飼
っ

て
み
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

一
家
で
育
て
る
錦
鯉
、

裏
方
に
徹
し
て

全
日
本
総
合
優
勝
も
。

様
々
な
相
談

を
受
け
た
り
、

全
国
の
養
鯉

業
者
を
訪
ね

歩
い
た
り
も
。

　
和
宏
さ
ん

が
選
別
の
作

業
に
加
わ
る

よ
う
に
な
っ

て
六
年
。
今

で
は
「
毎
年

大
き
く
な
っ

て
い
く
の
を

見
る
の
が
楽

　
レ
ト
ロ
ス
ペ
ー
ス
を
開
い
て
間
も
な

く
の
頃
、
一
人
の
お
じ
い
さ
ん
が
私
を

訪
ね
て
き
た
。

　
長
い
時
間
、
私
を
待
っ
て
い
た
の
だ

け
れ
ど
、
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
、
今
し

が
た
帰
っ
て
い
っ
た
と
か
。
そ
れ
を
聞

い
て
私
は
通
り
に
出
た
。
か
な
り
先
を

少
し
肩
を
落
と
し
気
味
に
琴
似
の
方
に

歩
い
て
い
く
後
姿
が
目
に
入
っ
た
。
一

瞬
迷
っ
た
け
れ
ど
、
思
い
切
っ
て
声
を

か
け
た
。
再
度
レ
ト
ロ
に
戻
っ
て
も
ら

い
、
話
を
し
た
。

　
千
葉
県
か
ら
足
を
運
ん
で
く
れ
た
画

家
の
戸
田
吉
三
郎
さ
ん
と
会
っ
た
の
は

こ
の
一
度
き
り
。
戸
田
さ
ん
は
石
に
と

て
も
興
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
道
南
の
八
雲
か
ら
熊
石
に
抜
け
る
途

中
に
今
金
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ

こ
の
花
石
地
区
は
、
と
て
も
き
れ
い
な

石
─
─
瑪
瑙
の
取
れ
る
と
こ
ろ
。
私
が

最
初
に
行
っ
た
時
、
こ
こ
で
は
村
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
石
を
機
械
で

切
断
し
て
宝
石
に
し
、
村
の
名
産
品
に

し
よ
う
と
し
て
張
り
切
っ
て
い
た
。

　
次
に
行
っ
た
時
、
大
型
の
機
械
は
赤

く
錆
び
て
、
入
り
口
に
飾
り
物
と
な
っ

て
置
か
れ
て
い
た
。
以
前
に
私
に
い
ろ

い
ろ
説
明
し
て
将
来
の
夢
を
語
っ
て
く

れ
た
人
に
よ
る
と
、
機
械
は
入
れ
た
も

の
の
、
ス
パ
ッ
と
滑
ら
か
に
は
切
れ
な

か
っ
た
。
一
年
か
け
て
あ
れ
こ
れ
や
っ

て
み
た
け
れ
ど
も
、
つ
い
に
ダ
メ
だ
っ

た
と
い
う
。

（
恐
ら
く
熱
の
関
係
だ
ろ
う
）薄
く
赤
み

が
入
る
も
の
が
あ
る
。
私
は
長
年
の
収

集
の
勘
で
、
こ
れ
は
赤
い
ぞ
と
思
っ
た
。

そ
の
瑪
瑙
を
北
大
理
学
部
薄
片
教
室
に

持
っ
て
い
き
、
切
っ
て
く
れ
な
い
か
と

頼
ん
だ
。

　
そ
こ
に
中
年
の
親
父
さ
ん
が
い
て

「
お
ー
、
こ
れ
は
珍
し
い
な
あ
」と
言
っ

て
す
ぐ
輪
切
り
に
し
て
く
れ
た
。
色
は

思
っ
た
と
お
り
、
あ
ず
き
色
に
近
い
赤
。

そ
し
て
そ
の
切
断
面
の
鮮
や
か
な
こ
と
。

後
で
知
っ
た
が
、
こ
の
人
が
切
断
一
筋

四
十
年
の
桑
島
さ
ん
だ
っ
た
。
桑
島
さ

ん
は
一
年
や
二
年
で
切
れ
た
ら
苦
労
し

な
い
と
笑
っ
た
。

　
私
は
こ
の
時
の
一
枚
を
戸
田
さ
ん
に

送
っ
た
も
の
だ
。
も
う
二
十
年
近
く
前

の
話
だ
。（
以
下
次
号
、
画
家
と
の
再
会
）

　
確
か
に
瑪
瑙
は
も
の
す
ご
く
硬
い
だ

ろ
う
し
、
素
人
が
や
っ
て
も
う
ま
く
は

い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
鋸
が
あ
っ

て
も
木
材
を
き
れ
い
に
切
れ
な
い
の
と

同
じ
こ
と
。
話
を
し
て
く
れ
た
親
父
さ

ん
が
別
れ
際
に「
よ
か
っ
た
ら
持
っ
て

い
き
な
」と
、
一
個
の
瑪
瑙
の
原
石
を

私
に
く
れ
た
。

　
瑪
瑙
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
は
白
っ

ぽ
い
石
な
の
だ
け
れ
ど
、
ご
く
稀
に

ち
ら
で
さ
ら

に
大
き
く
美

し
く
育
て
て

そ
の
愛
好
家

の
手
に
。
受

※
レ
ト
ロ
ス
ペ
ー
ス
・
坂
会
館
／
札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
三
条
七
丁
目
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
一
）六
三
二
─
五
六
五
六

店舗内には水槽が３つ。５トンもの水をたたえている
写真上の８歳の鯉はここでの最大級90cm、10kg。ページ右も同

上／左から髙橋宏昭さん、早苗さん、和宏さんのご一家
生き物を扱っているだけに休日なし。当別の池との往復が大変
右／これまでに品評会で部門別優勝した鯉の数々
左／つい最近取り付けた大きな錦鯉の看板

戸
田
画
伯
近
影

（
今
年
一
月
）

　珍しい赤いメノウ
切断面は滑らか

大会総合優勝に輝いた
“昭和三色”のパネル
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●
記
念
誌
で
歴
史
を
残
す

●
小
紙
を
お
送
り
し
ま
す

　
企
業
や
団
体
が
二
十
年
、
三
十
年
と

歴
史
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
人
が
変

　
自
分
史
な
ど
本
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
印
刷
担
当
者

と
編
集
者
が
お
伺
い
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
も
ど
う
ぞ
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
慌
し
い
毎
日
に
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
話
題
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
小
紙
で
す
。
ご
希
望
の
方
に
無

料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
印
刷
紙
工

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

わ
っ
た
り
資
料
が
散
逸
し
た
り
し
ま
す
。

節
目
の
年
に
記
念
誌
の
制
作
は
い
か
が

で
す
か
。
企
画
、
編
集
、
印
刷
、
ど
の

段
階
か
ら
で
も
ご
用
命
を
承
り
ま
す
。

●
出
前
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

印刷といえば新聞や雑誌、パンフレットなど紙の素材しか思いつかないのが普通ですが、
いまや様々なものに印刷の技術が浸透しています。まさに「水と空気以外は何でも」なのです。
パソコンのキーボードやゴルフボールにまで、どうやって印刷できるのでしょう。

刷の版面が軟らかいため、平面だけでな

く曲面の印刷もできるということです。

野球やゴルフのボール、グラス、ビンな

どを思い浮かべてください。そのほかプ

ラスチック、金属、布。布といえばＴシ

ャツ。好みのデザインを印刷してくれる

街中のショップも見かけます。

　文字どおり「水と空気以外は何でも」

という印刷の進化がわかります。ところ

で円筒形のグラスやビンにはどうやって

転写するのかお分かりですか。答えは印

刷されるものが回転する──です。

　この何にでも印刷できる方法はスクリ

ーン印刷というもの。かつてシルクスク

リーン印刷と呼ばれていたのは絹のスク

リーンを利用していたからです。その原

理を説明するのに、少し年配の人たちに

思い出してもらいたいのが謄写版印刷

（ガリ版印刷）です。

　謄写版印刷とは、鉄のヤスリ版の上に

ロウや油を塗った原紙を乗せ、鉄筆で文

字や絵を描いていくとその部分だけ原紙

に穴が空きます。それを謄写版にセット

してインクを塗ったローラーを回転させ

ると紙に文字が転写されるというもの。

学校で試験問題やお知らせ類がたくさん

作られた時代がありました。

　その原紙が絹に変わり、さらにテトロ

ンやナイロンなどの化学繊維、ステンレ

ススティールなどの針金で織ったものに

発展し、いまでは単にスクリーン印刷と

呼ばれているのです。印刷の工程はほぼ

謄写版と同じで、スクリーンの四隅を引

っ張ってヘラ（スキージという）でインク

を加圧移動させれば、インクが空いた穴

から印刷面に押し出される仕組み。

　スクリーンへの製版技術が高度にな

り、またメッシュの数を変えたりするこ

とで、より精密なデザインが可能になり

ます。さらにもう一つ大きな特徴は、印

　家族の歴史を自分史でどこまでさかのぼる

かは人それぞれですが、家系にまで踏み込む

とすれば菩提寺を訪ねてみるのもよいでしょ

う。過去帳を見せてもらえれば一族の消長が

確認できるかもしれません。役場では除籍簿

なども閲覧できますから参考になるでしょう。

　あらかじめこれを調べたいということがあ

やっておきたいことはたくさんあります。

　まず親戚や友人たちが集まった時のために

質問を用意しておいて、聞いたことをしっか

りメモしておくこと。自分史をまとめるため

と断って、レコーダーを使うのも手です。

夏休みといえば小さいころの思い出

がいちばん詰まっている時季です。

様々な生活のシーンの確認も含めて

お盆休みで５日間ほど帰省してきま

す。いずれ自分史を書こうと思って

いますので、この機会に何か関連資

料でも集められればと思っています。どんな

ことできそうでしょうか。親戚もたくさん集

まるようですが。

帰省を機会に資料集めや取材を

郷土誌のコーナーでもあれば、参考になる出

版物がたくさんあることでしょう。

　またこの機会にふるさとの景色、街並み、

人々の顔などを手当たり次第デジカメに収め

ておくと後で役に立ちます。

れば図書館へ。大き

な図書館ですと地域

の新聞（もしくは地

域版）のマイクロ

フィルムがあるかも

しれません。コピー

も取れるはずです。

デザイン・イラスト／伊藤公修

インクのにおいも独特
昔懐かしいガリ版

（協力／レトロスペース）

〈スクリーン印刷物の一例〉


